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浄
化
槽
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保
守
点
検
業
者
の
登
録
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関
す
る
条
例
施
行
規
則
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づ
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研
修

事
務
を
行
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者
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環
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会
推
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課
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営
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事
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課
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五

収
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委
員
会

〇
一
般
国
道
百
十
三
号
福
岡
蔵
本
２
号
事
件
公
示
送
達�

　
　

九

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
七
号
。
以
下
「
規

則
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
浄
化
槽
の
保
守
点
検
の
業
務
に
関
す
る
研
修
事
務

を
行
う
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
生
活
環
境
事
業
協
会

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
二
丁
目
五
番
十
五
号

二　

行
う
研
修
事
務
の
範
囲

　
　

規
則
第
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の

三　

指
定
年
月
日

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
山
元
東
部
地
区
に
お
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、

次
の
従
前
の
土
地
を
、
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
す
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

土
地
の
表
示

市
町
村
名

大　

字

字

地　

番

地　

目

用　

途

地　

積　

㎡

山
元
町

坂
元

蛭
渕

一
四
〇

田

田

一
五
二

同

同

同

一
四
一

田

田

二
一
一

同

同

同

一
四
二

田

田

二
七
四

同

同

同

一
四
三

田

田

二
二
一

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法
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⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
利
府
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

黒
川
郡
大
郷
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

黒
川
郡
大
和
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

我
妻　

徳
之

助

二
級
建
築
士

第
二
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

金
澤　

重

二
級
建
築
士

第
二
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

橋
本　

栄
治

二
級
建
築
士

第
五
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

末
治

二
級
建
築
士

第
九
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

村
上　

栄
三

郎

二
級
建
築
士

第
百
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

村
上　

文
藏

二
級
建
築
士

第
百
三
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

門
馬　

金
次

郎

二
級
建
築
士

第
百
三
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

後
藤　

健

二
級
建
築
士

第
百
五
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

柿
沼　

義
寿

二
級
建
築
士

第
百
六
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

星　

宗
治

二
級
建
築
士

第
百
七
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
藤　

竹
次

郎

二
級
建
築
士

第
二
百
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

八
島　

賢
治

二
級
建
築
士

第
二
百
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

遠
藤　

清
松

二
級
建
築
士

第
二
百
七
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

今
野　

新
吉

二
級
建
築
士

第
二
百
九
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渋
谷　

金
藏

二
級
建
築
士

第
三
百
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

藤
澤　

寛
郎

寿

二
級
建
築
士

第
三
百
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

昆
野　

昇
一

郎

二
級
建
築
士

第
三
百
二
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

畠
山　

勘
助

二
級
建
築
士

第
三
百
三
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

平
山　

藤
治

郎

二
級
建
築
士

第
三
百
七
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

早
坂　

鉄
男

二
級
建
築
士

第
四
百
三
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

畑
山　

清
人

二
級
建
築
士

第
四
百
七
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

今
野　

米
藏

二
級
建
築
士

第
五
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

小
松　

三
義

二
級
建
築
士

第
五
百
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

伊
藤　

政
治

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

阿
部　

竹
三

郎

二
級
建
築
士

第
六
百
三
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
藤　

富
次

郎

二
級
建
築
士

第
六
百
六
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
藤　

義
孝

二
級
建
築
士

第
六
百
九
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

早
坂　

猛

二
級
建
築
士

第
六
百
九
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

奈
良
場　

爲

治

二
級
建
築
士

第
七
百
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

菊
地　

薫

二
級
建
築
士

第
七
百
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

五
十
嵐　

進

二
級
建
築
士

第
七
百
九
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

笠
松　

慶
藏

二
級
建
築
士

第
九
百
八
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

高
橋　

正
雄

二
級
建
築
士

第
千
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

辺
見　

直
咲

二
級
建
築
士

第
千
七
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

斉
藤　

庫
治

二
級
建
築
士

第
千
百
八
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

後
藤　

平
八

二
級
建
築
士

第
千
百
九
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

勅
使
河
原　

金
四
郎

二
級
建
築
士

第
千
百
九
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
々
木　

弘

二
級
建
築
士

第
千
二
百
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

謙
治

二
級
建
築
士

第
千
二
百
二
十
三

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

男
澤　

時
男

二
級
建
築
士

第
千
二
百
二
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

木
村　

留
治

二
級
建
築
士

第
千
三
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

幸
三

郎

二
級
建
築
士

第
千
三
百
二
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

田
中　

恭
二

二
級
建
築
士

第
千
三
百
四
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

吉
田　

七
雄

二
級
建
築
士

第
千
三
百
七
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

杉
本　

卯
作

二
級
建
築
士

第
千
四
百
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

山
内　

貞
吉

二
級
建
築
士

第
千
四
百
九
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

伊
藤　

人
志

二
級
建
築
士

第
千
五
百
八
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

太
田　

熊
藏

二
級
建
築
士

第
千
七
百
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

昇

二
級
建
築
士

第
千
七
百
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

松
下　

留
松

二
級
建
築
士

第
千
七
百
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

直
人

二
級
建
築
士

第
千
九
百
八
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

鈴
木　

長
四

郎

二
級
建
築
士

第
千
九
百
九
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

春
藏

二
級
建
築
士

第
二
千
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

小
田
嶋　

幸

右
ェ
門

二
級
建
築
士

第
二
千
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

阿
部　

安
藏

二
級
建
築
士

第
二
千
三
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

大
友　

寿
平

二
級
建
築
士

第
二
千
四
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
々
木　

久

雄

二
級
建
築
士

第
二
千
四
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

紺
野　

芳
義

二
級
建
築
士

第
二
千
六
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

上
部　

甚
助

二
級
建
築
士

第
二
千
六
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

京
野　

春
治

二
級
建
築
士

第
二
千
八
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

金
野　

己
一

二
級
建
築
士

第
二
千
八
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

庄
司　

捷
次

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
九
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

畠
山　

春
吉

二
級
建
築
士

第
二
千
九
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

角
田　

勝
見

二
級
建
築
士

第
二
千
百
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

高
野　

貞
治

二
級
建
築
士

第
二
千
百
二
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

志
賀　

栄
吉

二
級
建
築
士

第
二
千
百
四
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

星　

一
男

二
級
建
築
士

第
二
千
百
五
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
藤　

勝
見

二
級
建
築
士

第
二
千
百
七
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

藤
田　

正
雄

二
級
建
築
士

第
二
千
百
八
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

早
坂　

荘
七

二
級
建
築
士

第
二
千
百
九
十
二

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

赤
間　

正

二
級
建
築
士

第
二
千
二
百
四
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

荒
川　

留
之

進

二
級
建
築
士

第
二
千
二
百
九
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

橋
浦　

常
夫

二
級
建
築
士

第
二
千
三
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

佐
藤　

政
雄

二
級
建
築
士

第
二
千
三
百
二
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

中
野　

栄
治

二
級
建
築
士

第
二
千
三
百
五
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

関
根　

仙
吉

二
級
建
築
士

第
二
千
三
百
六
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

宮
東　

浩

二
級
建
築
士

第
二
千
四
百
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

岩
渕　

永
五

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
四
百
三
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

菅
原　

平
藏

二
級
建
築
士

第
二
千
四
百
五
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

菊
田　

喜
代

治

二
級
建
築
士

第
二
千
四
百
六
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

小
野
寺　

勝

太
郎

二
級
建
築
士

第
二
千
五
百
五
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

金
野　

栄

二
級
建
築
士

第
二
千
六
百
五
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

畠
山　

秀
雄

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
四
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

上
原　

宇
一

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
五
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

天
野　

直
次

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
九
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

石
山　

義
雄

二
級
建
築
士

第
二
千
八
百
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

加
藤　

栄
七

二
級
建
築
士

第
二
千
八
百
四
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

梅
津　

光
治

二
級
建
築
士

第
二
千
九
百
五
十

六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

伊
藤　

一
男

二
級
建
築
士

第
二
千
九
百
八
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

山
本　

儀
平

二
級
建
築
士

第
三
千
七
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

橋
本　

芳
太

郎

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
三
十

五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

渡
辺　

末
松

二
級
建
築
士

第
三
千
二
百
三
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

武
田　

常
之

助

二
級
建
築
士

第
三
千
七
百
九
十

二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

平
田　

盛

二
級
建
築
士

第
四
千
百
五
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

舛
野　

軍
治

郎

二
級
建
築
士

第
四
千
七
百
四
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

令
和
四
年
四
月
二
十
七

日

金
野　

丹
司

二
級
建
築
士

第
五
千
八
百
八
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

公
安
委
員
会

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
目
次
中
「
第
41条
の
２
」
を
「
第
41条
」
に
改
め
る
。

　
第
29条
第
１
項
の
表
中

「
免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署

免
　
許
　
事
　
務
　
の
　
種
　
類

１
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地
）

２
　
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�東
松
島
市
赤
井
字
南
一
134番

地
）

３
　
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�大
崎
市
古
川
大
宮
三
丁
目
４
番
30号
）

４
　
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�柴
田
郡
大
河
原
町
字
南
平
３
番
地
の
１
）

１
�　
法
第
89条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
の
受

理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
限
る
。）

２
�　
法
第
91条
の
規
定
に
よ
る
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
等
の
種
類
の
限
定
解
除
審
査
の
申
請
の
受
理

３
�　
法
第
91条
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
与
及
び

変
更
の
申
請
の
受
理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
以
外
で
行
う
申
請
の
受
理
は
、
技
能
審
査
が
免

除
さ
れ
る
者
に
限
る
。）

４
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

」

を「
免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署

免
　
許
　
事
　
務
　
の
　
種
　
類

１
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地
）

２
　
宮
城
県
警
察
石
巻
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�東
松
島
市
赤
井
字
南
一
134番

地
）

３
　
宮
城
県
警
察
古
川
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�大
崎
市
古
川
大
宮
三
丁
目
４
番
30号
）

４
　
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　
（
�柴
田
郡
大
河
原
町
字
南
平
３
番
地
の
１
）

１
�　
法
第
89条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
申
請
の
受

理
（
た
だ
し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
限
る
。）

２
�　
法
第
91条
又
は
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
の
限
定
解

除
審
査
の
申
請
の
受
理

３
�　
法
第
91条
又
は
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る

免
許
の
条
件
の
付
与
及
び
変
更
の
申
請
の
受
理
（
た
だ

し
、
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
以
外
で
行
う
申
請
の

受
理
は
、
技
能
審
査
が
免
除
さ
れ
る
者
に
限
る
。）

４
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

」

に
、

「
２
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

３
�　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付

の
申
請
の
受
理

４
�　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許
及

び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
４
年
５
月
10日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
山
口
　
哲
男
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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�失
効
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

８
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
大
型

自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自

動
車
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
９
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
る
特
定

取
消
処
分
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

10�　
施
行
規
則
第
28条
に
規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
成
績

証
明
書
の
交
付

11�　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新

の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
の
受
理

12�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
の
申
請
の
受
理

13�　
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
免
許
証
等
の
返
納
の
受
理

」

に
、

「
南
三
陸
警
察
署

（
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田
150番

地
118）

」
を

「
南
三
陸
警
察
署

（
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
新
井
田
34番
地

166）
」
に
、

「
気
仙
沼
警
察
署
、
南
三
陸
警
察
署
、
若
柳
警
察

署
、
築
館
警
察
署
、
鳴
子
警
察
署
、
白
石
警
察

署
、
角
田
警
察
署
及
び
亘
理
警
察
署
を
除
く
警

察
署

１
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

２
�　
気
仙
沼
警
察
署
、
南
三
陸
警
察
署
、
若
柳
警
察
署
、

築
館
警
察
署
、
鳴
子
警
察
署
、
白
石
警
察
署
、
角
田
警

察
署
及
び
亘
理
警
察
署
を
除
く
警
察
署
（
以
下
「
各
警

察
署
」
と
い
う
。）
の
管
轄
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者

に
対
す
る
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免

許
の
取
消
し
の
申
請
の
受
理

３
�　
各
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
す

る
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
免
許
証
の
返
納
の
受
理

」

を

　
�の
受
理

５
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業

証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る
当
該

卒
業
証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証

明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
６
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
特
定

失
効
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

７
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
大
型

自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自

動
車
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
８
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
る
特
定

取
消
処
分
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

９
�　
施
行
規
則
第
28条
に
規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
成
績

証
明
書
の
交
付

10�　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新

の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
の
受
理

11�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
の
申
請
の
受
理

12�　
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
免
許
証
等
の
返
納
の
受
理

」

を「
２
�　
法
第
91条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件

の
付
与
の
申
請
の
受
理

３
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

４
�　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付

の
申
請
の
受
理

５
�　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許
及

び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請

の
受
理

６
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業

証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る
当
該

卒
業
証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証

明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
７
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
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免
許
証
返
納
届
」
を
「
に
あ
っ
て
は
様
式
第
31号

の
運
転
免
許
証
返
納
届
を
、
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る

国
外
運
転
免
許
証
の
返
納
に
あ
っ
て
は
様
式
第
32号
の
国
外
運
転
免
許
証
返
納
届
」
に
改
め
る
。

　
第
34条
第
１
項
中
「
か
ら
第
４
号
ま
で
、
第
６
号
、
第
７
号
、
第
10号
及
び
第
15号
か
ら
第
17号
」
を
「
、
第
３
号
、

第
４
号
、
第
７
号
及
び
第
12号
か
ら
第
14号
」
に
、「
第
５
号
及
び
第
18号
」
を
「
第
２
号
及
び
第
16号
」
に
、「
第
８

号
、
第
９
号
及
び
第
11号
か
ら
第
14号
ま
で
」
を
「
第
５
号
、
第
６
号
、
第
８
号
か
ら
第
11号
ま
で
及
び
第
15号
」
に

改
め
、
同
項
中
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
を
削
り
、
第
５
号
を
第
２
号
と
し
、
第
６
号
か
ら
第
17号
ま
で
を
３
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
同
項
第
18号
中
「
自
転
車
の
運
転
に
よ
る
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
」
を
「
若
年
運
転
者
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
15号
と
し
、
同
項
に
次
の
１
号
を
加
え
る
。

　
⒃
　
施
行
規
則
第
38条
第
15項
に
規
定
す
る
自
転
車
の
運
転
に
よ
る
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
講
習

　
第
34条
第
２
項
の
表
中

「
13　
高
齢
者
講
習

14  チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習

15　
簡
易
講
習

16　
シ
ニ
ア
運
転
者
講
習

公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
指
定
講
習
機
関

１
　
取
消
処
分
者
講
習

２
　
初
心
運
転
者
講
習

」

を「
13　
高
齢
者
講
習

公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
指
定
講
習
機
関

１
　
取
消
処
分
者
講
習

２
　
初
心
運
転
者
講
習

３
　
若
年
運
転
者
講
習

」

に
改
め
る
。

　
第
37条
の
２
の
見
出
し
中
「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
機
関
」
を
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
機
関
」
に
改
め
、
同
条

中
「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
」
を
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
」
に
、

「
認
定
規
則
」
を
「
認
定
教
育
規
則
」
に
改
め
、「
届
出
」
の
次
に
「
を
行
う
場
合
」
を
加
え
第
38条

か
ら
第
41条

ま

で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
機
関
の
認
定
申
請
等
の
手
続
）

第
�38条
　
法
第
108条

の
32の
３
第
１
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
に
関
す

る
規
則
（
令
和
４
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
。
以
下
「
認
定
検
査
規
則
」
と
い
う
。）
第
６
条
第
１
項
に
規

定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
及
び
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
の
提
出
並
び
に
認
定
検
査
規
則
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
場
合
は
、
運
転
免
許
課
長
を
経
由
し
て
公
安
委
員
会
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

「
気
仙
沼
警
察
署
、
南
三
陸
警
察
署
、
若
柳
警
察

署
、
築
館
警
察
署
、
鳴
子
警
察
署
、
白
石
警
察

署
、
角
田
警
察
署
及
び
亘
理
警
察
署
を
除
く
警

察
署

１
�　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

２
�　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
の
申
請
の
受
理
（
た
だ
し
、
全
て
の
免
許
の
取
消

し
の
申
請
に
限
る
。）

３
�　
各
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
す

る
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
免
許
証
等
の
返
納
の
受
理

」

に
改
め
る
。

　
第
30条
第
１
項
の
表
中

「
２
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
卒
業
証

明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
の
当
該
卒
業
証
明

書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
（
中
国
語
及
び
英
語
の
運
転

免
許
試
験
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
又
は
当
該
修
了
証

明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験

」

を「
２
�　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
卒
業
証

明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
の
当
該
卒
業
証
明

書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証
明
書
に
係

る
仮
免
許
試
験

」

に
改
め
る
。

　
第
30条
第
２
項
の
表
中

「
２
�　
施
行
規
則
第
18条
の
５
に
規
定
す
る
限
定
解
除
の
審

査
」

を「
４
　
気
仙
沼
警
察
署

２
�　
施
行
規
則
第
18条
の
５
に
規
定
す
る
限
定
解
除
の
審

査
（
技
能
審
査
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。）

」

に
改
め
る
。

　
第
31条
第
２
項
中
「
第
97条
の
２
第
２
項
」
を
「
第
97条
の
２
第
３
項
」
に
改
め
る
。

　
第
33条
第
２
項
中
「
第
102条

第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
」
を
「
第
102条

第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
第
33条

の
３
中
「
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規
定
に
よ
る
国
外
運
転
免
許
証
の
返
納
は
、
様
式
第
31号

の
運
転
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。

　
（
特
例
教
習
実
施
施
設
の
指
定
申
請
等
の
手
続
）

第
�39条
　
令
第
32条
の
７
第
２
号
、
第
32条
の
８
第
２
号
又
は
第
34条
第
２
項
、
第
４
項
、
第
５
項
、
第
７
項
、
第
８

項
若
し
く
は
第
10項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
届
出
自
動
車
教
習
所
を
設
置
し
、
又
は
管
理
す
る
者

が
大
型
自
動
車
免
許
の
欠
格
事
由
等
の
特
例
に
係
る
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
令
和
４
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
４
号
。
以
下
「
特
例
教
習
規
則
」
と
い
う
。）
第
２
条
第
１
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
２
項
に
規
定
す

る
添
付
書
類
の
提
出
並
び
に
特
例
教
習
規
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
場
合
は
、
運
転
免
許
課
長
を
経
由

し
て
公
安
委
員
会
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
40条
及
び
第
41条
　
削
除

　
様
式
第
32号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
３2号
（
第
33条
の
３
関
係
）

国
外
運
転
免
許
証
返
納
届

�
年
　
　
　
月
　
　
　
日

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
殿

　
　
　
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

返納免許証

交
付
公
安
委
員
会

宮
城

県
・
（
　
　
　
　
）

公
安

委
員

会

免
許
証
番
号

　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
－

発
給
年
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
日

免
許
の
範
囲

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

返納の理由

該
当
す
る
番
号
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
　
国
外
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
・
失
効
し
た
た
め
。

　
　
（
道
路
交
通
法
第
107条

の
10第
１
項
）

２
　
有
効
期
間
前
で
あ
る
が
、
以
後
使
用
し
な
い
た
め
。

　
　
※
そ
の
後
に
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
新
規
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

備　　　　考
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収
用
委
員
会

　
　
（
亡
）
吉
見
キ
ミ
ヨ
の
相
続
人
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
４
号

　
一
般
国
道
113号

福
岡
蔵
本
２
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）
第
66条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
４
年
５
月
10日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
　
令
和
４
年
４
月
28日
付
け
宮
収
号
外
通
知
文

　
　
令
和
４
年
４
月
22日
付
け
更
正
決
定
書

２
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
丹
野
丹
宮
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
後
の
本
籍
地
　
北
海
道
常
呂
郡
訓
子
府
町
開
盛
番
外
地

　
様
式
第
33号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。　

様
式
第
33号
　
削
除

　
様
式
第
34号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
34号
　
削
除

　
様
式
第
35号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
35号
　
削
除

　
様
式
第
36号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
36号
　
削
除

　
様
式
第
37号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
37号
　
削
除

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
４
年
５
月
13日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

２
�　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に

よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。


